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長野県で栽培されていた品種を農業ジーンバンクと
県内の農家で数年増殖栽培しながら広島県の気候に
順化させた品種です。

●果実の大きさは１.０～１.２ｋｇ位で良く揃っており、
表皮にうずら状の斑点が見られます。
●着果性は良好で特に高温期には良く着果するの
で、２番果は摘果が必要です。
●表皮が褐色に変わった頃が収穫適期で甘味が強く
なりますので早採りはさけてください。　　　

●煮物、味噌汁の具、天ぷらなど日本食の食材とし
て適しています。
●表皮が少し硬くなる欠点があるので、皮むき器で
一部を削り取ってから調理するとより食べやすく
なります。

●薄く切って網焼きや油炒めにすると、煮物とは
また違ったほくほくとした食感が楽しめます。

★広島県の中部地帯を対象とした露地マルチ栽培で
の播種期は３月下旬、定植期は４月下旬、収穫期は７
月中旬以降となります。
★牛糞や鶏糞などの有機質肥料を使う場合は全量基
肥栽培が良く、１株の占有面積を５～７㎡と広くとっ
て株を大きく育てるのが良いでしょう。
★２番果は多く着果するため摘果して１番果とほぼ同
じ果数に制限します。

北海道から導入された品種を農業ジーンバンクで数
年間栽培を続け広島県の気候に順化させた品種です。

●蔓性で分枝は下位節と上位節から発生するため、
整枝の必要があります。
●耐寒性はやや強く開花は５月上旬、さや長は７.７
cm、実の直径は１１ｍｍです。
●実の形は球形で色は緑色、臍の色は黒です。食味
は普通で収量は多いです。

●和食の豆御飯や天ぷらのかきあげ等のほか、洋食の
カレーライス、オムライスの材料としても最適です。
●さやから緑色の豆を取り出し、直ちにボイルして
冷凍しておくといつでも利用できます。

●砂糖煮にしたものを蒸しパンや団子などの餡に使うほ
か甘納豆にしても独特の風味があって美味しいです。

★広島県中部地帯での播種適期は１１月上～中旬です。
★畦幅は約１ｍ、株間は約50cm、１ヶ所３粒播きと
します。
★出芽したら早い時期に支柱を立ててキュウリネット
などを張っておきます。
★開花が始まったら１次分枝を中心に1ヶ所当り６～７
本になるように２～３回整枝します。
★実えんどうは一気に結実し株への負担が大きいの
で乾燥や肥料切れをおこさないよう、場合によって
は液肥での追肥も必要になります。
★さやの表面に白いつぶつぶが見え始めたら収穫し
ます。

広島市佐伯区倉重の農家からジーンバンクに提供さ
れた品種です。農業ジーンバンクで増殖しています。

●蔓性のきぬさやえんどうで、早晩性は中早生に属
します。
●分枝は下位節から連続して着生しますので、整枝
の必要があります。
●さやは濃緑色で外観がすぐれており、また曲がりがほ
とんど発生しないので商品化率は極めて高いです。
●耐寒性が強く寒さによる株枯れはほとんど発生し
ません。
●耐暑性が強く、高温時のさやの色落ちが少ないた
め、品質の低下は小さいです。
●従って収穫期間が長くなり、多収です。

●煮物、玉子とじ、天ぷら、バター炒めなど主菜とし
ての利用のほか、ちらしずしなどの色添えとして
も使われます。

●収穫が遅れたものは、豆をある程度の大きさまで太
らせたものをさやごと煮ても美味しいです。

★広島県中部地帯での播種適期は１０月末～１１月上
旬です。
★畦幅は約１ｍ、株間は約50cm、１ヶ所３粒播きと
します。
★出芽したら早い時期に支柱を立ててキュウリネット
などを張っておきます。
★開花が始まったら１次分枝を中心に1ヶ所当り６～７
本になるように２～３回整枝します。
★収穫はさやが伸びきったところで行い、採り遅れな
いようにします。

中勺たかな
ちゅうじゃく

広島県には、たかなで「広島紫たかな」という市販品
種がありますが、これの在来種と思われる少し緑の濃
い「ちゅうじゃく（中勺）」と呼ばれる種類が県北の各
地に分布しています。たかな類の原産地は中国の四
川省辺りだと言われ明治以降の中国から持ち込まれ
たものが土着した可能性もあります。

●たかなは、もともと耐寒性が強く、また、とう立ち
しにくい性質があります。
●ちゅうじゃくは、これらの性質が特に強く他の菜類
が寒さのため枯死する厳寒期を生き抜くと共に抽
台時期も他の菜類より1ヶ月程度遅いため晩春か
ら初夏にかけての青物として重宝されます。

●たかなは、油との合性が良く調理に油を使った炒
め物や油揚げ等を入れた煮物が美味しいです。
●また、漬物は夏を越す古漬けが主体で独特の風味
と酸味があります。最近ではこの古漬けがラーメ
ンやチャーハンの具として使用されています。

●たかなの漬物は夏を越す古漬けが主体ですが浅漬
けも大変美味しいです。

●たかなは黒ガラシが片親になっていることから辛味
成分がかなり強く浅漬けにした場合その辛味と香り
が刺激となって食欲をそそります。

★直播もしくは移植栽培ができます。
★広島県中部地帯での播種適期は９月中～下旬、移植
栽培ではやや早播きし、本葉３～４枚で定植します。
畦幅７０～８０ｃｍ、株間３５～４０ｃｍとします。
★肥料は基肥重点に家畜糞等の有機質肥料を主体に
施用し、必要なら液肥で追肥します。
★収穫は、暖かくなってから寒害を受けた元葉をとり
除いた後、主茎の下葉や柔らかい腋芽をかきなが
ら1ヶ月以上の長期間に採ることができます。
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